
2022年度安全方針・目標
(2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日）

法令遵守・輸送安全方針および周知方法
1 ． 社長は、 輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く認識し、 車内において輸送の安

全の確保に主導的な役割を果たす。 また、 現場における安全に関する声に真摯に耳を傾けるな
ど現場の状況を十分に踏まえつつ、 社員に対し輸送の安全の確保が最も重要であるという意識

を徹底させる。

2. 社長は法令を遵守することの重要性を深く理解し、 社員に法廷遵守を徹底させるとともに率先

して法令遵守を実践する。

3. 輸送安全マネジメントを確実に実施し、 全社員が一 丸となって業務を遂行することにより、 絶

えず輸送の安全性の向上に努める。

4. 輸送の安全に関する情報について、 積極的に公表する。

5. 安全マネジメントを全社員が一 丸となって確実に実施し、 PDCA サイクルの徹底により、 積極的

に見直しと改善に努める。

【社内への周知方法】

1 ． 安全方針を社内・営業所等に配布・掲示する・携帯電話などの端末を使った社員への周知

2. 出発点呼時に周知徹底する

3. 運転手会議の議題とする

2022年4月1日

わらび野観光株式会社

代表取締役 小林　達也

目
標

事故削減：人身事故 0 件・物損事故 0 件

自動車事故報告規則第2条に規定する事故 0 件

関係法令・社内規定（安全管理規定）の遵守

飲酒運転の徹底排除

投資：安全運転装置への投資（投資額 800 千円）

達

成

計

画

・運転手教育計画による運転手教育を実施し、 交通事故削減に努める

・運転手等への安全教育マニュアル等の資料の配布、 営業所への書籍の配置により交

通事故防止対策を行う

・ヒヤリハットやドライブレコーダーの映像を活用し乗務員へ安全教育を行う

•関係法令に関する内容と安全管理規定等の教育を実施し、 遵守の徹底を図る

•関係機関が開催する安全講習を積極的に受講し、 安全対策を図る

・アルコ ール検知器の結果を複数人で確認し、 飲酒運転を排除する

•安全運転の補助となる機器・装置の導入を推進する




